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＜要旨＞ 

人にはそれぞれの身体色に似合う色（調和する色）のグループが存在し，それをパーソナルカラーと

呼ぶ。人間の肌色は人種に関係なく，大きく2つの系統に分かれる。黄色を基調とした暖色系の肌色と，青色を

基調とした寒色系の肌色の2種類である。それぞれ「イエローベース」，「ブルーベース」と呼ばれる。それを更に

それぞれ 2つに分類し，その結果得られる4つの分類を「フォーシーズンカラー」と呼ぶ。個人の肌色の

特徴と，同じような特徴を持つグループの色とを組み合わせることで，調和のとれたカラーコーディネ

ートとなる。 

パーソナルカラーを判定するにはさまざまな手順を踏んで判断しなくてはいけない。これらの診断は

カラーアナリストと呼ばれる診断士が行うが，それには知識と経験が必要である。本研究ではパーソナ

ルカラーの診断を行いたい人が，簡単な手法で自らのパーソナルカラーを判定できるように，パーソナ

ルカラー判定の第 1 段階であるアンダートーンの判定をコンピュータなどでいかに支援できるかを検討

することにした。 

調和している色は 2 つの色の距離が短いものであると仮説をたててその検証を試みた。被験者の肌を

RGB値，HSL値の 2種類測定し，その数値の計算式で得られた判定とカラーアナリストによる判定との差

異を比較することで，その仕組みの有効性を検証した。 

文献より得たイエローベース・ブルーベースの各3 色のアンダートーン判定色を使い，カラーアナリ

ストによるアンダートーン判定を行った。次に被験者の肌のRGBと HSLを測定した。判定色と，被験者

の色との調和はRGB・HSLをそれぞれ3次元ととらえ，その 2点の距離が近いことと仮定した。RGBまた

はHSLの 2点の距離の最も小さい方をアンダートーンと判定した。 

これらの検証の結果，RGB値によるアンダートーンの判定がカラーアナリストによる判定と一致した。

ゆえにアンダートーンの判定には，判定色との RGB 値の距離で求める方法でも同じ結果を得られる可能

性が提示できた。 
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1.背景 

 

1.1パーソナルカラー 

色は隣接する他の色の影響で本来の色から多

少違って見えることがある。同じ色が環境によっ

て別の色に見えることを対比現象と呼ぶが，それ

と同じような現象が人間と服の関係でも起こる。 

人にはそれぞれ似合いやすい色と似合いにく

い色がある。似合う色は肌の色を明るく見せて健

康的な印象にする。似合う色とは赤や青など特定

の色のことではなく，同じ色でもくすんだ色，鮮

やかな色，淡い色など，色相・明度・彩度によっ

て分類した色調のことである。個人独自の髪・肌・

瞳などの身体色の色をベースとなっている色相や

明度，彩度の度合いなどから共通要素ごとに分類

したものに，それぞれ調和する色調がパーソナル

カラーである。パーソナルカラーの色のグループ

は4種類あり，春・夏・秋・冬と呼ばれる。 

身体色の特徴により分類するという考え方は，

自分自身の色を客観的に把握することになり，カ

ラーコーディネートにおいて「個人に似合う＝調

和する」色を選び出す際に有効に働く。 

アメリカの心理学者アルバート・メラビアンが

1973年に提唱した「メラビアンの法則」では，話

者が聴衆に与えるインパクトは視覚情報（服装，

身だしなみ，表情，動作，態度など）が55％を占

めるという。身体の露出部分にある程度のボリュ

ームの衣類＝色を隣接させた場合，その反射光が

個人の肌色にも強い影響を及ぼす。身につける色

を選ぶ際，パーソナルカラーに該当する色から選

ぶと共通要素を持った色同士の組み合わせとなる

ので，個人の全身像において色の調和が生まれ，

個人を魅力的に見せ印象を良くしてくれる「色の

演出効果」が期待される。逆にパーソナルカラー

以外のグループの色を身につけると，その色同士

の不調和により顔色をくすませたり黄ばんで見え

たり，青白く不健康に見えたり，顔が実年齢より

老けた印象になってしまうなどマイナスな印象を

他人に与えてしまうことがある。 

「パーソナルカラーは日焼けや加齢による影

響を受けることはなく，一生涯変わることはな

い。」と定義されている。 

カラーアナリストとは肌・髪・瞳などを分析し

て肌質のグループを判定し，似合う色を提案して

いく技能者のことでパーソナルカラーの診断を行

う人のことである。 

 

1.2パーソナルカラーを診断する要素 

パーソナルカラーと身体色の調和において特に

重要になるのは，「露出している身体の部分」と「そ

れに隣接している色とその分量」の関係である。

フォーシーズンカラーも，あらゆる物体色と同様

に反射光／透過光により生じる。衣類もまた，反

射／透過の性質を持っている。反射光／透過光は，

周囲の全方向に向かい拡散し，その分量によって

は周囲の物体色＝見た目の色を変化させる場合も

ある。 

 

1.3アンダートーン 

 人間の身体色は，1 人につき色相環上のいずれ

か１色の色が基本となって成立しているという考

え方がアンダートーンである。アンダートーンを

見極めることが似合う色と似合わない色を見つけ

出すために最も重要な要素である。アンダートー

ンには黄の色相に寄った暖色系のイエローベース

と，色相環上の反対色にあたる青の色相に寄った

寒色系のブルーベースの2種類に分類される。 

人間の肌の色は皮膚下のメラニン色素の茶色，

カロチンの黄色，動脈の赤色，動脈の青色によっ

て構成され，個人によって異なる。動脈の赤色の

影響が強い肌をイエローベース（ウォームアンダ

ートーン），静脈の青色の影響が強い肌をブルーベ

ース（クールアンダートーン）と呼ぶ。人種や性

別，肌の色の明るさに関係なく，すべての人がど

ちらかに該当する。 

また，肌色だけでなく，髪・目などの身体のす

べてにおいて，基本的に1つのアンダートーンで

統一されているものである。この2種類のアンダ

ートーンを基準として，それぞれ同一のトーンを

持つ色と組み合わせることで調和が生まれる。 
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図 1 イエローベースの肌色 

 
図 2 ブルーベースの肌色 

 

1.4フォーシーズンカラー 

 アンダートーンはその色調のイメージによって，

それぞれさらに「透明感のある明るい色（ソフト）」

と，「深みのある強い色（ハード）」の2種類に分

類する。その結果得られる4つの分類の色のイメ

ージを「ウォームソフト」は春，「ウォームハード」

は秋，「クールソフト」は夏，「クールハード」は

冬に対応させ「フォーシーズンカラー」と呼ぶ。

この分類は色の「イメージ」の分類で各シーズン

の明度や彩度の境界線がはっきりと分かれている

わけではないがカラーアナリストは後述の手順で

診断している。 

(1) 色の特徴 

文献によるとフォーシーズンカラーの各分担の

イメージは次のように述べられている。 

 

表 1 フォーシーズンと色の3属性の関係 

シーズン  色相 明度 彩度 

春 イエローベース 中～高 中～高 

秋 イエローベース 低～中 低～中 

夏 ブルーベース 中～高 低～中 

冬 ブルーベース 低・高 中・高 

 

(a)春  

中～高明度，中～高彩度の，明るく澄んでいて

全体的に黄みを帯びた柔らかい色。春に咲く草木

のような透明感があり，柔らかさや明るさを感じ

させる色が多い。春の季節のように快活で生き生

きとした雰囲気。原色にわずかに黄色と白を混ぜ

たような色。メタリックカラーはゴールド。（図3） 

 

 

図 3 春の色調の例 

 

(b)秋 

低～中明度，低～中彩度の黄みを帯びたくすん

だ色。紅葉のような深みのある渋い色。原色に茶

色を混ぜたような色。メタリックカラーはゴール

ド。（図4） 

 

図 4 秋の色調の例 
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(c)夏 

中～高明度で低～中彩度の，青みを帯びて薄く

柔らかいパステル調の色。またはスモーキーな薄

い色。原色に白を混ぜたような色。上品で控えめ

なイメージ。オレンジは赤と黄の中間色であり，

青みを全く含んでいないので，ブルーベースの肌

色とは調和しにくい。メタリックカラーはシルバ

ー，プラチナ。（図5） 

 

 

図 5 夏の色調の例 

 

(d)冬 

低明度または高明度で中彩度または高彩度の鮮

やかではっきりとした強い色や，反対にほとんど

白に近く冷たさを感じる色。原色。モノトーン。

ビビッド・シャープ。オレンジは赤と黄の中間色

であり，青みを全く含んでいないので，ブルーベ

ースの肌色とは調和しにくい。メタリックカラー

はシルバー，プラチナ。（図6） 

 
図 6 冬の色調の例 

   

1.5フォーシーズンカラーの判定 

カラーアナリストがフォーシーズンカラーを

判定する際，身体の部位として，肌・髪・瞳（虹

彩）が重要となる。この部位の色の特徴が4タイ

プのどれに該当するかを見つけだし，最終的に判

定する。 

(1)肌におけるフォーシーズンカラー 

  肌においてフォーシーズンカラーは次のよう

な要素で分類されている。 

(a)春 

カロチンの量が多く，皮膚の黄色が動脈の赤い

色の影響を受けた血色のいい肌。                          

(b)秋 

春シーズンと比べて皮膚が薄いため動脈の赤色

の影響が強い。カロチンの量が多いため，肌がオ

レンジがかっている。    

(c)夏 

メラニン，カロチンが少ないため日焼けしにく

く，日焼けしてもすぐ赤くなりしばらくすると元

に戻る。皮膚が薄く，静脈の青色が表面に表れて

いる。  

(d)冬 

夏シーズンと比べると皮膚に厚みがあり，静脈

の青はあまり強く表れない。日焼けしてすぐに黒

くなるタイプは冬の場合が多い。陶器のようなす

っきりした肌をしているので強い色を隣接させて

も肌色に変化がおきにくい。 
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(2) 髪におけるフォーシーズンカラー 

髪においてフォーシーズンカラーは次のような

色要素で分類されている。 

(a)春 

薄い茶色みのある柔らかい黒，ブラウン，ソフ

トブラウン，ダークブラウン 

(b)秋 

ダークブラウン，栗色，ゴールデンベージュ，

赤や茶色がかった黒。いずれもくすんだ，マット

な色味。 

(c)夏 

黒，アッシュブラウン，ソフトブラウン，ダー

クブラウン。いずれも柔らかくくすんだ色味。 

(d)冬 

艶のある黒，焦げ茶色。 

(3)瞳（虹彩）におけるフォーシーズンカラー 

虹彩（瞳孔の周囲にある薄い膜）の色や模様に

も個人差があり，シーズンによって特徴が異なる。

（表 2）アンダートーンのチェックの結果を確認

するなど，少なくともこのシーズンではないであ

ろうと予測する材料になる。シーズンの特徴がひ

とつだけの場合もあれば，複数のシーズンの特徴

が含まれる場合もある。この虹彩による判定はど

のシーズンかを決めるものではなく，少なくとも

このシーズンではない，ということがわかる。 

 

 

表 2 フォーシーズンの虹彩の特徴 

シ
ー
ズ
ン 

春 秋 夏 冬 

虹

彩

の

模

様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

模

様

の

特

徴 

瞳孔のまわりに“日

輪“と呼ばれる黄色

っぽい輪がある 

瞳孔の周りに“アズレ

ック･サン”と呼ばれ

るオレンジっぽい星

状のギザギザや，“ス

ペック”と呼ばれるシ

ミがある 

全体にひび割れたガ

ラスのようにもやも

やした感じがある 

瞳孔から虹彩に向か

って何本ものスポー

クが走っている 

 

 

色 

ブラウン，ライトブ
ラウン 

ブラウン，緑みを感じ

る深いダークブラウ

ン 

グレーがかかった茶，

またはソフトな茶 

真っ黒またはダーク

ブラウンで白目と黒

目がはっきりしてい

る 
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(4)頬（血色）におけるフォーシーズンカラー 

イエローベースはオレンジがかった赤，コーラ

ルピンクなど。 

ブルーベースは青みがかかった赤やピンク。 

(5)唇の色におけるフォーシーズンカラー 

イエローベースはオレンジがかっている。 

ブルーベースは紫がかっている。 

 

1.6パーソナルカラー診断 

 カラーアナリストは身体色（肌・髪・瞳（虹彩）・

頬（血色）・唇の色）を見るだけでアンダートーン

を判断するのではなく，様々なテストを行い判断

している。 

(1) カラー診断に必要な道具 

カラーアナリストが診断に用いる道具は以下の

ものである。 

・ ブルーベース，イエローベースのファンデ

ーション 

・ マグナライト（アイパターンを見るライト） 

・ 各シーズンのカラードレープ（色の布のこ

と。50×60㎝くらいの大きさ。グレー～黒，

赤，ピンク，オレンジ，茶色，黄色，緑，

青，紫，白を基準としたフォーシーズンカ

ラー。色シーズンにつき約30～40色くらい） 

 

 

図 6 カラードレープとドレーピングの様子 

 

・ 鏡（胸元から顔全体が十分に映る程度の大

きさ） 

・ 胸元を覆う白い布 

(2)カラー診断に最適な場所 

蛍光灯などの人口的な光の下では本来の肌色と

は違って見えてしまうおそれがあるため，診断は

太陽光がゆるやかに差し込む窓辺などで行う。 

(3)診断の手順 

おおよそ，カラーアナリストは次のような手順

で活動し，パーソナルカラーの診断を行っている。 

(a)アンダートーンチェック 

 腕の内側にファンデーションを塗ってアンダー

トーンがブルーベースかイエローベースかを調べ

る。腕の内側で判定する理由は，紫外線などの外

的ダメージによる肌色の変化が比較的おきていな

い，肌本来の色の部位だからである。この部位で

判定することで，より正確な判定をすることがで

きる。 

片方の腕に明度・彩度・色相の異なる数種類（例

えば3種類）のイエローベースのファンデーショ

ンを等間隔に直径2センチ程度の範囲に肌の色が

完全に隠れる程度の量を塗る。もう片方の腕にも

ブルーベースのファンデーションを同様に塗る。

ファンデーションを塗った両腕を見比べて，どち

らのファンデーションがより肌の色と調和してい

るかを判断する。数種類塗った中で，どの色が 1

番肌に近いか，どちらのファンデーションの色調

が肌と近いか，どちらのファンデーションの周り

の肌が暗くなったりくすんだりせず綺麗に見える

かを比較する。比較した結果，調和がとれている

ほうがその人のアンダートーンであると判定出来

る。 

(b)アイパターンチェック 

虹彩（瞳孔の周囲にある薄い膜）の色や模様の

微妙な違いを観察する。前述の表2の特徴を元に，

可能性のないシーズンを消去法で候補からは省く

判断に利用する。 

(c)カラードレーピング  

首から胸の辺りまでを，着ている服の色の影響

が出ないような分厚い白い布で覆う。鏡の前でド

レープと呼ばれる布を当て，顔色の変化を確かめ

る。ドレーピングの方法は2通りある。 

方法1 

同一色相で色調の異なる各シーズンのドレープ

4 種類を顔の下に当てて顔色の変化をみる。例え

ば青ならば，春は「黄みを含んだ明るい澄んだ青」

秋は「黄みの強いくすんだ青」夏は「グレーがか
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った淡い青」冬は「鮮やかな青」を重ね，顔の下

に当て，それぞれの色をめくったり戻したりして，

ドレープの色が変わる瞬間の肌色と下記のチェッ

ク項目の変化をよく観察する。同様に，色相の数

だけ繰り返して観察する。その結果，どのシーズ

ンが1番肌色とよく調和しているのかを判断する。 

ドレーピング時に注意して観察する項目 

・ 鼻の横に影が出てないか 

・ 口の横にほうれい線がでない，または目立

たないか 

・ 頬の赤みがきれいか 

・ 肌のキメが整って見えるか 

・ 顔全体の色がくすまないか 

・ シミや吹き出物の跡が目立たないか 

・ 歯が黄ばんで見えないか 

・ 男性の場合は，髭そり跡が目立たないか 

方法2 

まず，ひとつのシーズンの複数の色相のドレー

プを続けて当て，次に別のシーズンのドレープを

当て，はじめのシーズンと次のシーズンの色調の

どちらがより似合うかを判断する。これを繰り返

し，フォーシーズンのどのシーズンが1番似合う

かを導き出す。この場合も同様に上記の項目を観

察して肌色の変化とあわせて判断する。 

 

 

2.研究の目的 

このようにフォーシーズンカラーは肌や髪や目

の色だけを見て判定をするのではなくさまざまな

色の布を顔の下に当て，肌の色との対比を見るな

ど様々な手順をふんで判定している。 

 これらの診断の多くは複数の色を並べた比較で

あり，カラーアナリストは経験によって判断する

力を養っている。 

そこで，本研究ではパーソナルカラーの診断を

行いたい人が，簡単な手法で，自らのパーソナル

カラーを判定できるようにカラーアナリストの活

動を整理・分析をおこなった。そのうちの一部で

あるアンダートーンチェックを試行的にコンピュ

ータにて診断する仕組みを準備し，カラーアナリ

ストの判定との差異を比較することで，その仕組

みの有効性を検証することを目的とする。アンダ

ートーンの判定をコンピュータなどでいかに支援

できるかを検討することにした。 

 

 

3.「調和」の判定 

調和している色は色相環的に 2 つの色の距離が

短いものであると仮説をたててその検証を試みた。 

 

3.1カラーアナリストによる判定 

明度・彩度・色相の異なるイエローベース，ブ

ルーベース各3色の直径およそ 2センチのシール

状アンダートーン判定紙（図 7）を用意し，左に

イエローベース，右にブルーベースの判定紙をそ

れぞれ被験者の腕の内側に等間隔に貼る。両腕を

見比べてどちらのアンダートーンがより肌の色と

調和しているかを判断する。判断するときのポイ

ントはファンデーションで判定する場合と同じく，

数種類の肌色の中で，どの色が1番肌に近いと感

じるか，どちらの色調が肌と近いと感じるか，ど

ちらの判定紙の周りの肌が暗くなったりくすんだ

りせず綺麗に見えるかを比較する。比較した結果，

調和がとれているほうをその人のアンダートーン

であると判定する。 

 

 

図 7 アンダートーン判定の肌色 

（左イエローベース，右ブルーベース） 
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図 8 カラーアナリストによる 

アンダートーン判定の様子 

 

表 3 カラーアナリストによる判定結果 

被験者 判定結果 

1 ブルーベース 

2 ブルーベース 

3 ブルーベース 

4 ブルーベース 

5 ブルーベース 

6 ブルーベース 

7 ブルーベース 

8 ブルーベース 

9 ブルーベース 

10 ブルーベース 

11 ブルーベース 

12 ブルーベース 

13 ブルーベース 

14 ブルーベース 

15 ブルーベース 

16 ブルーベース 

17 ブルーベース 

18 ブルーベース 

19 ブルーベース 

20 ブルーベース 

21 ブルーベース 

22 ブルーベース 

 

3.2コンピュータによる判定 

3.1 で判定に用いた 6 色をスキャナーでコンピ

ュータ内に取り込み，RGBと HSL（色相，彩度，明

度）の2通りについてそれぞれ値を測定し，元デ

ータとしてサンプリングした。 

 

表 4 RGB値と HSL値 

アンダートーン R G B H S L 

Y-1 240 211 151 29 191 196 

Y-2 239 190 120 25 201 180 

イ
エ
ロ
ー
ベ

ー
ス 

Y-3 211 136 46 23 166 129 

B-1 236 209 187 19 144 212 

B-2 239 189 136 22 195 188 
ブ
ル
ー 
ベ
ー
ス 
B-3 207 146 110 16 128 159 

 

次に被験者の腕の内側の肌を自然光の下でデジ

タルカメラで撮影し，コンピュータで RGB と HSL

を測定した。 

判定色と，この被験者の色との調和はRGB・HSL

をそれぞれ3次元ととらえ，その 2点間の距離が

近いことと仮定した。 

(1)RGBによる判定 

判定色を ( )000 ,, BGR ，被験者を ( )111 ,, BGR と

し，2点の距離を次の式で求めた。 

( ) ( ) ( )2
10

2
10

2
10 BBGGRR −+−+−  

以上の計算式の結果を表8に示した。この計算式

から得た数値の内，最小値をアンダートーンとし

た。さらにこの結果とカラーアナリストの判定が

一致しているかどうか表5で比較した。 

(2) HSLによる判定 

判定色を ( )000 ,, LSH ，被験者を ( )111 ,, LSH と

し，2点の距離を次の式で求めた。 

( ) ( ) ( )2
10

2
10

2
10 LLSSHH −+−+−  

以上の計算式の結果を表9に示した。この計算式

から得た数値の内，最小値をアンダートーンとし

た。さらにこの結果とカラーアナリストの判定が

一致しているかどうか表7で比較した。 
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表 5 RGB値による判定と 

カラーアナリストによる判定の比較 

被験者 カラーアナリスト RGB 一致 

1 ブルーベース ブルーベース ○ 

2 ブルーベース ブルーベース ○ 

3 ブルーベース ブルーベース ○ 

4 ブルーベース ブルーベース ○ 

5 ブルーベース ブルーベース ○ 

6 ブルーベース ブルーベース ○ 

7 ブルーベース ブルーベース ○ 

8 ブルーベース ブルーベース ○ 

9 ブルーベース ブルーベース ○ 

10 ブルーベース ブルーベース ○ 

11 ブルーベース ブルーベース ○ 

12 ブルーベース ブルーベース ○ 

13 ブルーベース ブルーベース ○ 

14 ブルーベース ブルーベース ○ 

15 ブルーベース ブルーベース ○ 

16 ブルーベース ブルーベース ○ 

17 ブルーベース ブルーベース ○ 

18 ブルーベース ブルーベース ○ 

19 ブルーベース ブルーベース ○ 

20 ブルーベース ブルーベース ○ 

21 ブルーベース ブルーベース ○ 

22 ブルーベース ブルーベース ○ 

 

 

4.結果 

 表 5や表 7のように，カラーアナリストの判定

と，RGB・HSL の値による判定を比較すると，RGB

の方が高い確率でカラーアナリストと同じ判定と

なった。（表6） 

 

表 6 カラーアナリストの判定と 

RGB・HSL値による判定の比較 

 RGB HSL 

ｶﾗｰｱﾅﾘｽﾄと同じ判定結果 22名 20名 

ｶﾗｰｱﾅﾘｽﾄと違う判定結果 0名 2名 

 

表 7 HSL値による判定と 

カラーアナリストによる判定の比較 

被験者 HSL 一致 

1 ブルーベース ○ 

2 ブルーベース ○ 

3 ブルーベース ○ 

4 ブルーベース ○ 

5 ブルーベース ○ 

6 ブルーベース ○ 

7 ブルーベース ○ 

8 ブルーベース ○ 

9 ブルーベース ○ 

10 ブルーベース ○ 

11 ブルーベース ○ 

12 ブルーベース ○ 

13 ブルーベース ○ 

14 ブルーベース ○ 

15 ブルーベース ○ 

16 ブルーベース ○ 

17 ブルーベース ○ 

18 ブルーベース ○ 

19 イエローベース × 

20 ブルーベース ○ 

21 イエローベース × 

22 ブルーベース ○ 

 

 

5.考察 

RGB 値による計算式で求めた結果，カラーアナ

リストの判定とが同じものであった。ゆえにアン

ダートーンの判定には，この計算式で求める方法

でも同じ結果を得られる可能性が提示できた。HSL

値で求めた結果は22人中2人が違う結果になった。

よってアンダートーンはRGB値による判定のほう

が有効であるといえる。 

しかし，アンダートーンの判定の為に22人の肌

色をカラーアナリストとコンピュータにより判定

したが，イエローベースの被験者のデータを得る

ことができなかったため，RGB 値による判定の有
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効性には更なる検証が必要である。 

 

 

表 8  RGB値による被験者と各判定色との距離 

イエローベース ブルーベース 
被験者 R G B 

Y-1 Y-2 Y-3 B-1 B-2 B-3 

1 207 160 140 62 48 97 74 43 33

2 172 156 143 88 79 106 94 75 49

3 199 159 124 72 51 82 89 51 21

4 185 178 172 67 76 135 62 66 73

5 233 192 172 29 52 140 23 37 81

6 288 184 159 56 63 145 64 54 102

7 212 185 168 42 55 131 39 42 70

8 252 193 189 44 70 159 23 55 102

9 255 207 195 47 79 171 21 64 115

10 232 181 164 34 45 128 36 30 69

11 233 185 181 40 61 145 25 46 85

12 232 189 183 40 63 148 21 48 88

13 193 154 137 59 61 94 86 58 31

14 235 186 154 26 34 121 40 19 66

15 234 195 178 32 58 146 17 43 88

16 249 206 172 23 55 149 20 41 96

17 217 179 142 40 33 105 57 25 47

18 229 198 170 26 52 140 21 37 82

19 237 189 151 22 31 120 41 15 67

20 220 173 147 43 37 108 56 27 48

21 251 198 144 18 28 123 47 17 76

22 239 189 136 27 16 108 55 0 60

 

 

6.まとめ 

パーソナルカラーを判定するにはさまざまな手

順を踏んで判断しなくてはいけない。これらの診

断はカラーアナリストの知識と経験が必要である。

本研究ではパーソナルカラーの診断を行いたい人

が，簡単な手法で，自らのパーソナルカラーを判

定できるように，パーソナルカラー判定の第1段

階であるアンダートーンの判定をコンピュータな

どでいかに支援できるかを検討することにした。 

被験者の肌をRGB値，HSL値の 2種類測定し， 

その結果得られた判定とカラーアナリストによる

判定との差異を比較することで，その仕組みの有

効性を検証した。 

今回はカラーアナリストによりイエローベース

と判定された被験者のデータを得ることはできな

かった。しかし，得られた被験者のデータからは

RGB 値によるアンダートーンの判定がカラーアナ

リストによる判定と一致した。ゆえにアンダート

ーンの判定には，判定色とのRGB値の 3点間の距

離で求める方法でも同じ結果を得られる可能性が

提示できた。
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表 9  HSL値による被験者と各判定色との距離 

イエローベース ブルーベース 
被験者 H S L 

Y-1 Y-2 Y-3 B-1 B-2 B-3 

1 13 105 174 90 97 76 55 92 28

2 19 38 158 158 165 131 119 160 90

3 20 102 162 96 101 72 65 97 26

4 20 22 179 170 179 152 126 173 108

5 14 148 203 46 59 77 11 50 48

6 15 143 194 50 60 69 18 53 38

7 16 86 190 106 116 101 62 109 52

8 3 233 221 55 56 116 91 54 123

9 20 102 162 96 101 72 65 97 26

10 11 152 198 43 54 71 18 45 46

11 3 138 207 60 72 85 18 63 51

12 5 132 208 65 77 88 19 68 50

13 13 79 165 117 124 95 80 119 49

14 17 171 195 23 34 66 32 25 56

15 13 146 206 49 62 80 9 53 50

16 19 221 211 35 37 99 77 35 107

17 21 127 180 66 74 64 36 68 22

18 20 136 200 56 68 77 14 60 42

19 19 180 194 15 26 67 40 16 63

20 15 130 184 64 72 66 32 65 25

21 21 237 198 47 40 99 94 43 116

22 22 195 188 11 10 66 56 0 73

 

 

7.今後の課題 

本研究ではアンダートーン採集の被験者が，ブ

ルーベースの人のみとなってしまったため，カラ

ーアナリストによりイエローベースと判定された

被験者のデータを収集し，計算式の有効性の検証

を行う課題が残されている。また，フォーシーズ

ンカラーの判定のための，アンダートーン判定以

外のカラーアナリストの活動を，いかにコンピュ

ータが支援できるのかについての課題が残されて

いる。 
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